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〔論文〕  

 

20 初 の東亜同文会の東 ジ をめぐる ーク 

東亜同文会 か  

 

            愛知大学名 ・東亜同文書院大学記念センター ー   

 

 

 知のように、東亜同文会は 1898 年（ 31）

に東亜会と同文会の によって 生した。 の

の に いては 者も した（

1）。会 は、 に 学経 を 、開 的で

国 との 文 を した近

で、 東亜 論 を 月 として

している。しかし、1 99 年 12 月 25 日に

となり、 れに代わって本論で う 東亜同文

会 が同 月 として たに された。

の際、会 となり、 東亜 論 にさ

なる東 ジ の生 を ける に ー

の を のが とされた。 

 本論は、このように 生した 東亜同文 が

のような を 、 のような を たした

かに いて、 する。た し、 、 の

により、 ータを中 に し、 めて に論

する。 

 

 者は にこの 東亜同文会 が され

ると に、 の開 を する 会があり、これ

の経 に いても れた( 2 のでここでは

は省 が、 東亜同文会 は 1900 年か 1910

年 6月15日の 132 の 11年 に で

された 132 の月 である。た し、 に

たり、 初の 1 か 4 の 4 は

の が か 、 となった。 の

は 60か 80で、とりわけ に が 、

に 集記 な で 100 を ることもある。しか

し、後 になると の の に 連 本の

が になり、 れに を れるようになり、

40か 60 と している。 

 の と 成も 変 する。たと 初

の 5 では、ま 亜 亜 会との を る

「会 」、 いで「 」として、 、

、 、 、 、 東、平 、 か の

、 後に「 」として、 、

平、 の が されている。

れが 16 になると、「会 」、「 」、「講

」、「 」、「 」となり、の には「論 」が

プとなり、 いで「 」、「 」、 後に「会

」となる。 の際 は支 本部、 、 国と

にまとめ、さ に には、「論 」

か の「 」の か、「 」 「 月 経済

」、「 」の が け れ、「 」の中も、

、学事 事、 経済、 、

、 論な に されるようになった。

こに を のように するかの がう

かがわれる。 

 この1900年か 1910年の11年 は、日本 東

ジ にとって な であった。 に1904年、

日 の 的な も さないと 国で して

いた近 が した 後か 1905 年にかけ

て日 戦 が われ、日本にとって国の を

かけた戦 であった。 の 後には 、

か の が となり、 東亜同文会

は を たに いない。しかし、 の は

のような にも 、 と に に

している に同文会の基本 勢は さ
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れ、 の初 は ていないことがわかる。 

 また、書院にとっても な であった。1900

年には 同文書院がオープンしたが、

の の影響で、 1901 年に開学した 東亜同

文書院 されている。１ 生、 生、 生

と 生が に 学し、 年 で と 業し

てい でもあった。 による 学

も した 業 の後、「大 」もスター

し、 的な とともに書院の の

が形成された。 して、日 戦 に れた 国で

は、 な の が の変 まで

いかない中で、 が するようになり、１

１１年１１月に が こる まで 東亜

同文会 は された。 

 

 

 の 約もあり、ご に か わかる

ことを れてお 。 

 ま 、「会 」か は東亜同文会の会 が

わかる。 

 1 は、 立 初の 1902 年における国

の会 の を して したもので

ある。 の東 が ン に 、 いで近

とも の を した が れ

に ぐ。大 と が れに 、 、中国、

な の 日本に集中する。東 は ない

が。 を った近 に する 知事

の もあったと思われる。 な中で支部の

成が で 開するが、 2 にみ れるよう

に 1906 年には 会 1369 。う 、 、

、 で支部が 成され、名古屋も に  

っていた。 はさ に会 が 、 、 、

も会 が ている。 

 
 

また では を に、 、 、 、

に支部が されている。 

 3 は での東亜同文会会 の

を した。 初 的に 国の 、 、

、 な の に集中していたことがわかる。

国では 、 、 、 、 東、 な

で、い れも 、 を った日本 が

で のように していたかがうかがわれる。 

 4 は、 国 の 会 の を した。

（ ）に集中がみ れる かは 国 も

的である。 して学校 をすすめた 国

で の がみ れたものと思われ、一 、 国

ではま 事業も な が かったとい る。

シャ に いのは、近 と

の中東 の成 であ う。 

広
島

図1　東亜同文会会員の都道府県別分布（1902年12月）
（『東亜同文会報告』第38回より作成、 藤田原図）

図2　「東亜同文会」支部の分布と支部員数（1906年）
（『東亜同文会報告』より作成、 藤田原図）
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また、「会 」には 々な東亜同文会の活動

がみられるが、その中で教育文化事業の と

して、韓国での教育普 事業があった。当時の韓

国の地方での教育は 分であり、普通教育の

上 を目的とした。そのために、 の学校を

立する方法と、 の学校への援助の方法が

あり、校舎は援助すべき学校そのものがきわめて

少なく、そのような学校への援助も行う一方、

の学校を し、生 を受け入れる方法が 力と

なった。 韓の城津学 では、のちに南方

で 名になる 助が学校長を任じられてい

る。 

 一方、清国では の学校があり、それらに

生を派遣したり、校舎 の一部を援助する方

が中心であった。ただし、保 的な地方では、東

亜同文会が清朝の う新 の教育ではないかと

地元 力者が拒む例もあった。 

 さらに啓 活動は新 の 行や地方紙の援助

の協力を行った。 5 はそれらの を してい

る。 

 

 

 「東亜同文会 」には、ほとんど が

されている。その時代や時期の中で、同会が

いた 者と 内 からその時の関心事と

思の表れをそこに み取ることができるとい

る。 

 表 1 は、 が さ れた 16 目

(1901 3 1  )から80 目（1906 7  26 )までの 者

と の ー を した。 に 1 3 本の が

行われ、合 104 本の が されている。 

 それを ると、さま まな 者がその時々の問

図3　外地における東亜同文会会員の都市別分布（1902年12月）
（藤田原図）

図4　東亜同文会外国人客員会員の分布（1902年12月）
（『東亜同文会報告』第38回より作成、 藤田原図）

図5　東亜同文会が直接または一部経営した学校と新聞社（1906年）
（『東亜同文会報告』1906年より作成、 藤田原図）
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表1　「東亜同文会報告」中に収録された講演者と講演テーマの回別一覧（1901～1906）
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題を じ、 の を している。 に、日

（51 、1904 2 70 、1905 9）への 囲

が近 くなか、40 代以 、 国と が進出し

ている に関する多 な が多 的に じ

られている。しかし、 時 制一 ではなく、清国

内の に関する も多く、また のよ

うな民族 者や歴 者の 、教育

者の柏原文太郎、法学者の 、地 学者

の 文次郎、 家 助、 業家

らなども しており、この 会は東

に関する一 の 的 ンであったことがうかが

われる。 

 東亜同文会の関係者では、 の や

助、柏原文太郎のほか、 助、 出

郎、根津一、中 正 、 上 二、 など

の名 が 、東亜同文書院生では、1 期生の間

島次郎が卒業した かりで、 く評価された

成果を 表している。また、2 期卒業生で

次郎、 多野要 、 らと 2 年間 別に

調 行を行った 、 政 が別々に

調 行 として し評価されている。 

 

韓国および清国からの「通信」は、この 東亜同

文会 の会 制にした時の目 であった。通

信 は東亜同文会の関係者や同会の 向を受け

た 地 であり、 信者の 名入り 事であ

る。文 どおり 地の生 を るところに価

があった。 

6 は「韓国通信」で第 5 （1900 4）から第 76 

（1906 3）までの 6 年間の通信内 を しした、

別、しかも 内 別に したものである。 

それによれ 、 と城津からの が を

いて多く、次いで元 、 城とつ き、いずれも

韓地 に集中している。南韓ではやっと 57

から大 が集中的に 信する で、それも東

亜同文会が経 することになった 城学校からの

学校 が で、それに日本の 留民、

事などまちの に う が 加されていく。

中心地であるはずの京城 はほとんどない。

した東亜同文会の会 の数は、 に次いで

京城は第２位の数を すのにである。 

このことから、この時期、 韓が会にとって重要

であったということができる。日清 争を通じて、よ

り清朝に近い 韓は、さらに からの シ の

や 韓への南 に対する が まる中で当

であったということができる。そして、 では

方 太郎らの ー の が、城津で

は 太郎がそれ れの やその 地

を に近く 信していたこともわかる。

、 シ に近い城津からは、 シ や シ

の動きとともに、 くも間島問題も 信されてい

る。 

一方、 7 は「清国通信」の 別 別 信

の第5 (1900 年)から 69 （1905 年）までを

し、 8 は 7 以外の の 信 を した。

6 では 半 から集中的に が 信

されているが、日 争への 配が くなるとそ

れがそれまでほとんどなかった 京 へとシフ

トしている。 は清国の中 部で や の

集まる ン ーであった。 に ートさ

れた は の めでこの に り、清

国 に れようとしている。日 争は経 か

ら政治の へ をシフトさせたのである。 7 

では 南 が第 50 （1904 年）から くがこれ

は外国人 いの 南の長 で学校教育を ー

トし、やがて地 も るようになった 野

の 信によるものである。 

以上の「通信」の 数を 信地別に分 とし

て すと 9 のようになる。 

それによると、この時期、 をト として

韓の の 信 が多く、後半になって南韓

では大 に 信 がめだつが、京城からの 信

はほとんどなく、当時の日本から れ 、京城

の 信の重要 はほとんどなかったとい る。

一方、清国では 期を れ 信 の はある

が、各地からの 信がみられ、とりわけ 、次い

で の がかなりの時期まで多く、重 さ

れ、 京や上 、南京、 東は 期だけの 信

である。しかし、日 争になると 津、 後は

京に 信が集中する動きが分かる。政治

の重要 が増 たということであろう。それは次

の「時事」の内 からもうかがわれる。 
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図6　「韓国通信」の回別発信地別主要内容（『東亜同文会会報』より作成）（1900～1906）

図7　「清国通信」の回別都市・地区別主要内容（その1）（『東亜同文会会報』より作成）（1900～1905）
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図8　「清国通信」の回別都市・地区別主要内容（その2）
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次に、「時事」はより 的な文 どおり時事

であり、第47 （1903）から第85 （1906 年）まで

いた。 名はないことから、 集部が 地関係

者や少しずつ各地に 生していく東亜同文会

の新 やそのほかの新 、 などから

を取り寄せ 集したものと思われる。時期的には、

日 争 から 後にかけての時期であり、

も っぽくはなく、 に じている。各 の

「時事」 事について韓国 事を表 2、清国 事

を表3、 シ 事を表4 に にまとめた。 

表2の韓国 事は、まず 韓の に シ

が のため 地を し、その を

手に 大していることに、韓国政府が し、

がはじまったことに、日本 も関心を ち、その

推 を ながら 地 察を するが、 シ

から拒否されたこと、また日本 の も保 さ

れない の を 、対 シ への警 を

めている 韓 事から まっている。その 後

に日 争になり、第 51 から第 70 までの

争中は日韓の関係を にし、 後は、韓国の政

治、 業、 、 通などの 備の動きやそれら

への支援 がつ き、韓国への関心が いこ

とを している。 

表 3 は同じ時期の清国 事のおもな 目を

した。日 争 も 争中も、 シ が勢力を

大した とそこでの シ 軍の動きの みら

れるが、それ以上に清国内での の活 な動

き、 の をはじめ、政治、 や 、軍、

教育、などの 々な近代化、 時中と 後の 清

関係などの が 々と韓国からの 信 以上

に多く 信されている。 後も同 であるが、

はまだ みられる である。 

表 4 は シ に関する「時事」 である。 シ

には東亜同文会の 信者はいないため、多く

は 内で られる シ の動きを 信したもの

で、 の は多くない。 後も日

を 々と ているが、 シ の新しい動きに

は関心を寄せていることが分かる。 

 

以上、 東亜同文会 からそこに された

に韓国と清国からの 信 とその な

内 について した。紙 の関係で内 への

は最 に めたが、20 の 期、東亜

同文会が当 韓国、次いで清国からのリ な

を 東亜同文会 によって く集め、東

の ト ークを していたことを明らか

にした。もちろん、その には会 や関係者の

地からの 派 的 があった。1907 年から

1910 年の 80 代以 になると、 行本出 へ重

が かれるようになり、各地の人 によるリ

な よりも 地に同会がつくった新 や 地に

生した新 や などの 事からの 事を活

する方向も み取れる。それがやがて 1910 年

6月の になり、次の へと することにな

った。 

とはい 、本 的な新 も など通信

がない時期に、これだけの東 、時には

の までも 集し、月 として 行した

ことは、 日の にくらべても けをとらない

ベ にある。そこに近 を中心とした東亜

同文会の東 との文化・教育 に対する

があり、また 者 の清国での地

集とそれを 集した根津一の経 も生かされて

いたということができる。 

図9　「東亜同文会」中の「報告」発信回数別発信地の分布（1900～1906）
（同報告より作成、 藤田原図）
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表2　韓国に関する「時事」報告の回別主な事項（1903～1906）
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表3　清国に関する「時事」報告の回別主な事項（1903～1906）



114

表4　露国に関する「時事」報告の回別主な事項（1903～1906）
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